
＜基本情報＞
所在地：大分県臼杵市
＜農場概要＞
 茶 4.5ha、全て有機ＪＡＳ認証を取得（他に転換中ほ場1.4ha）
 生産から製造・加工・販売までの一貫経営を確立

＜病害虫対策・除草対策・土づくり＞
 病害虫対策
・ 夏場に多発する炭疽病やハダニ等の対策として、二番茶収穫
後に深刈りをして古い葉を落とし樹の若返りを図っている。

・ 農薬は有機JASで認められているものであっても、使用せず
強いこだわりを持って無農薬栽培を実践している。

 雑草対策
有機栽培では雑草処理が一番大変であり（特に幼木の頃）、地

域のシルバー人材センターに除草作業を定期的に委託している。
 土づくり

独自のノウハウで配合した油かすや魚粉かすなどの有機質肥料
は分解が遅いため、成分が効いて欲しい時期に最大限の効果が出
るように施肥のタイミングに気をつけ、早めの施肥を心がけてい
る。
＜苦労していること＞
 離農する農家から茶園等を引き受けるなど規模拡大を進めたい
が、有機性を確保できるほ場がなかなか見つからない状況。

＜現場の課題＞
 出荷先からJGAP認証取得の条件が出されたので、今年度中に
取得予定。

＜今後の対応＞
 主力商品である有機緑茶に加え紅茶やGABA茶、ゆずやかぼす
を緑茶に配合したフレーバー茶など特色のある商品や、輸出も視
野にてん茶の加工機械を導入し有機抹茶など国内外へ展開してい
きたい。

＜有機農業に取組むきっかけ＞
 30年程前、先代が茶畑に農薬散布中、ホースがはずれ全身に
農薬をかぶってしまい、体調を崩したことをきっかけに農薬を
使わない有機茶栽培を開始。

 平成13年（2001年）に有機ＪＡＳ認証を取得(大分県第1号）
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株式会社髙橋製茶

＜販売について＞
 自社工場、インターネットでの販売に加え、消費者に直接販売
できるよう地元デパートに直営店を設置。

 平成19年から香港やアジア圏に向け輸出を試行したが、オーガ
ニックの認知度が低い等、継続的な取引に至らなかった。

 オーガニック志向がより高い欧州へ販路を変更し、平成27年か
らドイツへ、現在はフランスに輸出している。

有機農業の取組☞㉘


